
鶴
岡
市
の
Ｈ
Ｐ
に
「
鶴
、

岡
市
教
育
大
綱
（
案
」
に
）

対
す
る
意
見
公
募
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
の
結

果
（

人
か
ら

件
）
が
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掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
注
目
の
1

件
を
紹
介
し
ま
す
。

１

「
藩
校
『
致
道
館
』
の

，

」

理
念
に
基
づ
く
教
育
風
土

と
い
う
の
は
、
時
代
錯
誤

で
あ
る
。

①

藩
校
致
道
館
は
、

「
藩
士
の
風
俗
み
だ
れ
、

役
人
は
や
や
も
す
れ
ば
私

の
事
を
為
し
、
賭
博
、
遊

所
で
み
だ
り
な
ふ
る
ま
い

多
く
、
中
に
は
徒
党
を
為

し
天
狗
風
な
ど
言
っ
て
人

の
門
扉
を
壊
す
者
が
い
た

・
・

（

酒
井
家
世
紀
』1

」
『

98-199

頁
参
照
）
と
い
う

当
時
の
藩
士
の
風
紀
の
乱

れ
た
状
況
を
根
本
か
ら
立

て
直
す
に
は
藩
士
の
教
育、

が
必
要
で
あ
る
と
の
事
で

創
設
さ
れ
た
。

②

藩
校
致
道
館
の
目

的
・
意
義
は
、
封
建
時
代

で
あ
る
江
戸
時
代
の
庄
内

藩
武
士
（
中
で
も
御
家
中

と
言
わ
れ
る
上
級
武
士
）、

の
子
弟
等
の
教
育
を
進
め

風
紀
の
刷
新
と
庄
内
藩
を

担
う
役
人
・
為
政
者
を
養

成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
当

然
、
農
民
漁
民
や
商
工
人

等
の
大
多
数
の
庶
民
を
教

育
す
る
機
関
で
は
な
く
、

３
Ｒ
ｓ
の
寺
子
屋
で
あ
っ

た
。③

藩
校
致
道
館
の
理

念
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
儒
教
の
徂
徠
学
つ
ま
り

封
建
的
な
価
値
に
基
づ
く

も
の
で
、
今
の
社
会
の
考

え
の
も
と
に
な
っ
て
い
る

民
主
主
義
の
価
値
と
は
相

い
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

④

現
行
の
鶴
岡
市
教

育
大
綱
に
あ
る
「
致
道
館

教
育
の
理
念
で
あ
る
『
自

学
自
習

天
性
重
視

心

』『

』『

』」

、

身
鍛
錬

と
あ
る
の
は

理
念
で
は
な
く
藩
校
致
道

館
の
教
授
法
（

鶴
岡
市
史

『

上
巻
』369-370

頁
参
照
）

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
理
念

で
は
な
く
教
育
の
方
法
で

あ
る

・
・
・

。
市
教
委
の
意
見
は
、
中

教
審
答
申
を
引
き
「
藩
校

、

致
道
館
で
行
わ
れ
て
い
た

教
育
に
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
す
る
な
ど
方

法
は
当
時
と
異
な
り
ま
す

が
、
根
本
的
な
理
念
は
今

も
昔
も
変
わ
ら
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
」
と
。

掲
載
。

封
建
的
理
念
に
基
づ
く

教
育
風
土
の
心
配
に
、
見

直
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221
「 」ＨＰは 藤島 加藤鉱一

と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
4月 27人 25,800円
3月 38人 30,340円

「
鶴
岡
市
教
育
大
綱(

案)

」
に
対
す
る
意
見
公
募

藩
校
致
道
館
の
理
念
は
、
封
建
的
な
価
値
観

市民から 『藤島地域の小中一貫校問題』についての文書が、地域活、

動センターを通して寄せられました。

Ａ４用紙２枚分の、初めと終わりの一部を紹介します。

本題について市役所ホームページから資料を閲覧し読んでみた。

率直に言って少し乱暴な感じがする。

広島の呉市や東京三鷹市など先例があり、国がこれらを基に教育行政？を策定

し、全国推進を始めたところから話が出ているが、藤島地域の話としては中学校

の耐震問題から校舎建て替えの話に進み、ならば一緒にこの話を含めてはどう

か？そんな流れが見える。

、 、 （ ）会議記録や 提言などを読むと 藤島地域の子どもたちにどんな問題 課題？

が発生していて、それらを解決できる方法（施策）としてどのような事が考えら

れ、それらの先進事例があって、その内容を考えると校舎建替えに合わせて９年

間に移行した方が 「子どもたちの資質、学力の向上」と「情操豊かな人間」の、

。 、 、 （ ）。育成に資する と 判断しているとは どこにも書いてない いや！読めない！

色々と回りくどく、公文書らしく書いているため、どのようにも捉えられる表

現になっている。従って、良く分からない。

結論は校舎改築が迫っているので、先ず藤島から実験してみては（モルモッ

ト?）と導き出されている ・・・。

・・・

、 （ ）離れ島の小さな学校 複式学級からは良い子 生き生きとした個性を発揮する

は育たないのか？、東京の日比谷や中野、関西の灘の子どもは将来役に立つ、立

派な子どもしかいないのだろうか？

いずれにしても、藤島地域の小中一貫校問題は、校舎の建替え問題に紛れ込ん

だ拙速な議論にしか見えない。

落ち着いて考えれば、今の日本は、庄内だけに限らず同じ問題を抱えている。

子どもが減少している。つまり人口が減っていることが全ての主要因です。

子どもを増やすには ・・・生みたくなる、その前に結婚したくなる社会にす、

る、社会をつくる事が先。

住民の心、社会の共生心が薄れた社会に子どもは増えない、不安が渦巻く社会

で婚姻は増えない。

従って、人口は増えないし、喜びの少ない社会、物欲だけが渦巻く競争社会。

今はそのまっただ中にいる （一市民）。

新入生10人の渡前小学校入学式が９日、行われました
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Ｐ
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が
、
発
売
１
週
間
で
累
計

発
行
部
数
は
５
万
部
を
突。

破
し
て
い
る
と
言
い
ま
す

「
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

る
と
、
何
だ
か
モ
ヤ
ッ
と

引
っ
か
か
る
。

大
富
豪
た
ち
が
大
量
に

売
り
逃
げ
る
中
、
日
本
国

民
に
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
米
国

株
？被

災
地
が
苦
し
ん
で
い」

る
の
に
外
国
に
１
兆
円
？

「
違
和
感
の
正
体
と
身」

を
守
る
秘
策
を
明
か
す
！

カ
ラ
ク
リ
を
見
破
る
痛

快
な
本
で
す
。

、

目
次
か
ら
少
し
拾
う
と

・
災
害
シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト

リ
ン

危
険
な
閣
議
決
定

─

は
こ
っ
そ
り
と

・
原
発
事
故
が
起
き
た
ら

逃
げ
場
が
な
い

・
危
険
物
の
山
と
化
し
た

太
陽
光
パ
ネ
ル

・
防
衛
費
の
た
め
に
通
信

イ
ン
フ
ラ
売
り
ま
す

Ｎ
─

Ｔ
Ｔ
民
営
化

・
報
道
さ
れ
な
い
も
う
一

つ
の
「
裏
金
シ
ス
テ
ム
」

・
ガ
ザ
に
あ
る
宝
の
山
を

み
ん
な
狙
っ
て
い
る

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
で
、

資
源
ゲ
ー
ム
の
参
加
者
が

一
気
に
増
え
る

・
ゆ
う
ち
ょ
、
年
金
、
次

は
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
預
貯
金

い
た
だ
き
ま
す

・
日
本
を
降
伏
さ
せ
る
に

は
海
上
封
鎖
だ
け
で
十
分

・
大
事
な
農
地
が
ど
ん
ど

ん
売
ら
れ
る

・
大
き
な
悪
事
を
、
一
般

人
に
気
づ
か
せ
な
い
テ
ク

ニ
ッ
ク

・
日
本
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
言

論
統
制
が
始
ま
る
⁉

う
だ
か
ら
、
帰
っ
て
は
、

そ
の
処
理
に
ま
た
頭
を
痛

め
る
事
必
定
と
い
う
処
。

▲
国
民
か
ら
す
れ
ば
、
処

分
の
前
に
肝
心
の
、
ア
ベ

が
や
め
よ
う
と
言
っ
た
裏

金
を
、
誰
が
続
け
る
と
言

い
出
し
て
続
い
て
き
た
の

か
。
首
相
は
、
そ
れ
を
あ

の
御
大
に
確
認
を
し
た
の

か
。
そ
れ
ら
の
裏
金
は
何

に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
が

明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と。

に
納
得
が
い
か
な
い
ん
だ

だ
か
ら
幕
引
き
な
ん
て
ト

ン
デ
モ
ナ
イ
事
サ
。

▲
気
に
食
わ
な
い
処
分
を

受
け
た
処
で
、
次
に
当
選

と
い
う
事
に
な
れ
ば
禊
は
み
そ
ぎ

、

終
わ
っ
た
と
元
に
収
ま
り

前
と
同
じ
事
を
す
る
ん
じ

ゃ
な
い
の
？
な
ら
企
業
団。

体
献
金
は
禁
止
に
す
べ
し

▲
で
も
、
地
元
選
挙
民
に

お
願
い
だ
。
そ
ん
な
議
員

に
は
何
も
期
待
す
る
な
。

選
挙
で
落
と
せ
・
と
い
う

。

、

お
願
い
首
相
の
処
分
は

党
の
中
の
ケ
ジ
メ
だ
。
国

民
と
し
て
の
ケ
ジ
メ
は
落

選
と
い
う
形
で
付
け
て
下

さ
い
ヨ
。
ね
（
石
川
）

。

「

」

の
左
側
に
廣
群
鶴
刻
字

(
)

の
５
文
字
が
あ

右
写
真

る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
廣
群
鶴

が
刻
字
者
で
あ
る
こ
と
が

分
っ
た
。

こ
の
群
は
、
偏
の
君
と

旁
の
羊
か
ら
で
き
、
普
通

は
君
を
左
に
羊
を
右
に
書

い
て
群
と
し
て
い
る
。
し

、「

」

、

か
し

遊
び
を
入
れ
て

君
を
上
に
羊
を
下
に
し
た

の
で
し
ょ
う
。

さ
て
廣
群
鶴
は
ど
う
い

う
人
な
の
で
し
ょ
う
。
江

戸
谷
中
に
い
た
。
寛
政(

１

７
８
９
～
１
８
０
１)

の
頃

よ
り
江
戸
随
一
と
名
を
は

国
民
の
ケ
ジ
メ
は

先
週
は
、
日
本
の
国
を

ダ
メ
な
国
に
し
た
事
を
２

つ
記
し
た
が
、
ダ
メ
な
国

に
し
た
張
本
人
・
岸
田
首

相
が
、
ダ
メ
な
子
分

人
39

を
裏
金
問
題
で
処
分
し
た

ト
。
し
か
し
こ
の
処
分
と

や
ら
、
首
相
の
発
表
は
そ

れ
ま
で
新
聞
・
テ
レ
ビ
で

知
ら
さ
れ
て
い
た
通
り
の

も
の
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
辞

令
み
た
い
じ
ゃ
な
い
の
？

▲
そ
れ
で
も
、
納
得
で
き

な
い
と
騒
動
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
。
そ
れ
は
、

処
分
さ
れ
る
当
人
か
ら
見

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
言
い
た

い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ

と
な
ん
だ
ろ
う
が
、
な
ら

ば
、
首
相
が
何
回
か
や
っ

た
と
い
う
調
査
は
な
ん
だ

っ
た
ん
だ
。

▲
な
ん
に
し
て
も
首
相
に

す
れ
ば
、
国
民
に
格
好
い

い
処
を
見
せ
て
早
く
幕
引

き
を
し
た
い
ん
だ
ろ
う
。

で
も
、
喜
々
と
し
て
肩
を

抱
か
れ
に
米
国
に
行
け
る

・
と
い
う
事
で
は
な
い
よ

。

碑
石
に
つ
い
て
で
あ
る

石
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
質

が
あ
る
。
例
え
ば
地
元
の

金
峯
山
系
で
取
れ
る
金
峯

石
は
、
古
来
よ
り
石
垣
、

墓
石
な
ど
に
利
用
し
て
き

た
。
旧
鶴
岡
城
、
当
碑
基

壇
の
石
垣
も
金
峯
石
で
あ

る
。
本
碑
が
建
て
ら
れ
た

明
治
期
は
、
記
念
碑
石
と

し
て
主
に
仙
台
石(

松
島
砂

岩)

が
使
用
さ
れ
、
本
碑
も

仙
台
石
で
あ
る
。
柔
ら
か

く
刻
み
安
く
風
化
し
な
い

石
質
を
持
つ
と
言
わ
れ
て

い
る
。

北
山
・
渡
部
両
氏
に
よ

っ
て
当
碑
の
銘
文
は
書

、

「

従
五
位
長
焋
書
」
で
終
わ

る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

東

田

川

史

跡

物

語

『
駐
鑾
之
碑
』
調
査
の
ま
と
め
ー
『
藤
島
町
の

石
造
文
化
財
』
の
補
充
②
「
廣
群
鶴
刻
字
」

青
山

崇

せ
た
石
工
・
初
代
廣
瀬
群

鶴
が
江
戸
谷
中
に
い
た
。

「

」、

石
屋
の
屋
号
は
群
鶴

御
碑
銘
彫
刻
師
と
し
て
の

号
を
「
廣
群
鶴
、
実
名
は

」

「
廣
瀬
群
鶴
。
初
代
は
江

」

戸
中
後
期
の
寛
政
年
間
の

人
、
そ
の
後
９
世
が
、
そ

の
技
術
を
継
承
し
、
明
治、

・
大
正
・
昭
和
と
活
躍
し

昭
和

年
廃
業
し
た
。

31
「
群
鶴
」
は
「
風
神
雷

、

神
図
」
な
ど
で
有
名
な
尾左

形
光
琳
の
「
群
鶴
図
」(

)

を
石
版
画
で
描
い
て

写
真

い
る
こ
と
か
ら
借
用
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

堤
未
果
『
国
民
の
違
和
感
は
９
割
正
し
い
』


